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　「
共
育
て
」
は
、
国
の
「
こ
ど

も
大
綱
」（
令
和
５
年
12
月
策
定
）

で
示
さ
れ
た
考
え
方
で
、育
児
の

負
担
が
女
性
に
偏か
た
よ

っ
て
い
る
現
状

を
見
直
し
、家
庭
や
職
場
、地
域
が

力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
子
育
て
家
庭
の
毎
日
は
、
保
育

園
な
ど
の
送
り
迎
え
や
夕
食
の
準

備
な
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
マ
マ
も
パ

パ
も
無
理
な
く
育
児
と
仕
事
が
両

立
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
最
近
で
は
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
や
家
事
・
育
児
へ

の
参
加
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

　
親
子
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
参

加
の
し
や
す
さ
か
ら
土・
日
曜
日

に
開
催
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
こ
う
し
た
中
、市
で
は
、企
業

の「
子
育
て
」の
た
め
の
休
暇
取
得

へ
の
理
解
促
進
と
、男
女
の
積
極

的
な
育
児
参
加
を
推
進
す
る
た

め
、い
つ
も
は
仕
事
を
し
て
い
る

人
が
多
い「
平
日
」に
親
子
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
の

変
化
が
、「
共
育
て
社
会
」
へ
の

第
一
歩
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
職
場
や
地

域
、
家
族
と
協
力
し
て
行
う
「
共

家
事
」「
共
育
て
」
の
取
り
組
み

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
す
る
「
つ
ば

×
と
も
モ
デ
ル
エ
ピ
ソ
ー
ド
ア

ワ
ー
ド
」
を
初
開
催
し
ま
す
。

　
家
事
効
率
化
の
ア
イ
デ
ア
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
工

夫
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
表
彰
し
、市
民
に
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
取
り
組
み

で
も
、「
こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で

き
る
か
も
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア

と
出
会
う
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
育
て
る

み
ん
な
で
支
え
る

共と

も

育そ

だ

て
子育ては、ママやパパだけのものではありません。子育ては、ママやパパだけのものではありません。
職場や地域、社会全体が手を取り合いながら子どもを育てる。職場や地域、社会全体が手を取り合いながら子どもを育てる。
それが「共育て」という考え方です。それが「共育て」という考え方です。
燕市では、誰もが子育てしやすく、働きやすく、暮らしやすいまちを目指し、燕市では、誰もが子育てしやすく、働きやすく、暮らしやすいまちを目指し、
家庭・職場・地域がつながる「共育て」の推進に取り組んでいます。家庭・職場・地域がつながる「共育て」の推進に取り組んでいます。

共育ての推進

ワ
ン
オ
ペ
育
児
や
、
と
る
だ
け
育

休
、
働
き
方
へ
の
意
識
・
理
解
不

足
、
職
場
環
境
の
不
備
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
職
場
や
地
域
、
社
会
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
夫
婦
だ
け

で
な
く
、
誰
も
が
子
育
て
の
当
事

者
と
な
る
「
共
育
て
」
の
意
識
が

広
が
れ
ば
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
燕
市
で
は
、「
子
育
て
を
が
ん

ば
る
個
人
」
か
ら
「
み
ん
な
で
子

育
て
を
支
え
合
う
社
会
」
を
目
指

し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

子
育
て
は
、
マ
マ
や
パ
パ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

「共育て」の４つのカタチ

❶ 家庭での協力
　家族が一緒に子育てをし、時間と負担
　を分け合う。
❷ 仕事との両立
　男女問わず、育児と仕事を両立できる
　働き方を整える。
❸ 企業のサポート
　育児休業や時短勤務など、企業が積極
　的に支援する。
❹ 地域とのつながり
　近所や地域の人、関係機関が協力して
　見守る。

取

取

り

り

組

組

み

み

市

市

の

の

その１

その２

平日親子体験型
イベントの開催

つば×とも
モデルエピソード
アワード2025

これまでのイベント

●第１弾（写真❷）
　初めてのクッキング体験！
　親子でマフィンを作って一緒に食べよう！
●第２弾（写真❸）
　うさぎもちハレラテつばめの遊具のお試し体験
●第３弾（写真❶）
　BBQのプロ直伝！
　親子で大きい肉を焼いて食べよう！

■問合せ　こども未来課 総務企画係☎77･8225

❷❷

❸❸ ❶❶

■対　象　市内在住または在勤の人
■内　容　市内で家族や職場、地域などと協力しながら実践している
　　　　　取り組みやアイデアを募集します。
■申込み　12 月 24 日㈬までに申込フォームか郵送にて
■選考・表彰　一般投票などを経て、受賞作を決定・表彰
■問合せ　地域振興課 協働推進係☎ 77・8361

取り組みやアイデアを募集します！

▲受賞者には燕市の豪華製品を贈呈します。
詳しくはこちら▶

ＶＯＩＣＥ参加者の声

平日に企画していただけたことで
さまざまな働き方があることを肯
定していただけたように感じ、非
常に嬉しく思いました。

「共育て」という考えにとても共
感しました。今は地域やご近所の
人との関係を築けない大人が親に
なっているのかなと思います。「親
を育てる」ことも支援として大切
なことだと思います。

会社から提案があって参加しまし
た。子どもと楽しい時間を過ごす
ことができました。


